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宍粟警察署千草駐在所　14年ぶりに署員交代宍粟警察署千草駐在所　14年ぶりに署員交代
長い間お世話になりました。ありがとう本庄さん

  千草駐在所に今年の3月まで勤務し、門積さんと

交代して兵庫県警の飾磨警察署に転勤したのが、本

庄勉巡査部長（51）。　　　

  平成24年4月から14年間、異例ともいえる長期の

千草駐在所勤務でした。転勤の可能性が出たときに

は、そのままの在任要望の動きが住民から出たこと

もあり駐在が続いてきました。

　千種での勤務中、特に力を入れたのが交通事故防

止と特殊詐欺対策。当初は、年間に百件近くあった

事故は現在では三分の一ぐらいに減ってきている、

という。

　異動に当たり、本庄さんは、千種の住民の皆様に

対して「みなさんに感謝したい。交通事故減にして

も多くの御協力がありました」。さらに、コンビを

組んで取り組みに尽力してきた室駐在所の14年間の

数人の署員にも何度も感謝の言葉を述べられまし

た。　

　「住めば住むほどええところと思える」と千種を

気に入っている本庄さんと奥様らご家族。異動後

も、次男が千種中学で学び続けるなど「しきくさの

里」での暮らしを続ける。

門積さん。今後の千種の守りよろしくお願いします

  本庄さんと交代で千草駐在所

勤務となったのが、門積隆裕巡

査部長（48）。着任してさっそ

く奔走している。ひと月の体験

から「いいところに来さしても

らえた」と張り切る。

　前職の金融関係の営業中に警

察官と話す機会があり、その活

動ぶりに引かれ志望。努力を実らせて転身した。こ

れまで交通関係の部署が多く、たつの警察署交通捜

査係からの異動。勤務歴は22年で、飲酒死亡事故や

無免許のひき逃げ事故などで、被害者とその家族ら

の悲しみに何度も触れてきており、「千種の皆さん

が事故の被害者にも加害者にもならないように努力

したい」と決意を語っておられます。機会あれば、

住民の集まる場で安全教育などの話をさしていただ

きたい、という。

　「住民に頼もしく感じてもらい、また好かれるよ

うな警察官」が目標。前任者の本庄さんとは、初任

配置の垂水署で先輩後輩の間柄だった。生まれ育っ

た上郡町の自宅に妻子、犬のチワワが住む。
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「ほりやんのつぶやき」　

『おもしろき事なき世をおもしろく』
　教師を辞めて塾を開いたとき、誓った言葉がある。それは「一喜一
憂しないこと」 
　うまくいくこともあれば、いかないこともあるだろう。生徒が増え
たり減ったり、確定申告の仕方が分からなかったり、資金不足に陥ったり、思いもよらない事が起こった
りするかもしれない。それでも悩んで悩んで悩んで決めた道。絶対に後悔しない。この道を正解にさせる
のは自分だ。自分の人生を自分のものにするのだ。
　なんて、そんなに強い人間ではありません。不器用だし、人間関係ヘタクソだし、すぐ落ち込むし、
ちょっとしたことで一喜一憂しまくりだ。そして、そんな自分にまた落ち込む。
　落ち込んで、落ち込んで、落ち込んで、そんなとき、魔法の言葉を思い出す。
 「さて、おもしろくなってきやがった」
　ルパン三世の次元大介がピンチのときに使う言葉だ。自分もときどき真似してみる。50歳を過ぎて人
生を振り返ってみると、思い通りにいかないことの方が圧倒的に多かった。ならば、思い通りにいかない
ことをおもしろがってみようではないか。
　ここまできたら、上手くいかないことを楽しむ人生の達人をめざそう。上手くいかないことを楽しめた
ら、それはもう、楽しい人生しか待っていないのだ。

新コーナー

  みなさんは、クリンソウを見にちくさ湿原へ行かれたことはありますか。兵庫県の絶滅危惧種に指定され  みなさんは、クリンソウを見にちくさ湿原へ行かれたことはありますか。兵庫県の絶滅危惧種に指定され

ており、ちくさ湿原は約４０万株にもおよぶ国内最大級の天然クリンソウ群生地として広く知られていまており、ちくさ湿原は約４０万株にもおよぶ国内最大級の天然クリンソウ群生地として広く知られていま

す。例年は、５月中ごろから６月中ごろまで見ることができ、シーズン中は多くの観光客やカメラマンたちす。例年は、５月中ごろから６月中ごろまで見ることができ、シーズン中は多くの観光客やカメラマンたち

を楽しませてくれます。を楽しませてくれます。

  湿原内には大小の群生地が点在し、それぞれに七福神に見立てた名前を付けています（自然災害によ

り、現在は六福神となっています）。一般公開以来、毎年、｢クリンソウを守る会｣のみなさんを中心に遊歩

道の整備や見守り活動を続けてくださっています。

  クリンソウは鹿の不嗜好植物として知られていましたが、昨年一昨年と鹿が食べた様な痕跡が確認されま

した。ちょうど見ごろを迎える前だっただけにとても残念な状況に・・・。

  そこで、本当に鹿による被害なのか状況を確認するため、｢西播磨シカ被害対策連絡会議｣から借り受けた

カメラを湿原内に設置することに。また、煙火消費保安手帳を持った｢ちくさええとこ協議会有志｣により、

三連花火（動物駆逐用煙火）を定期的に使用し、動物を追い払う作戦を立てました。今後はドローンによる

対策等も検討しています。

＜クリンソウ開花情報＞

　開花のシーズン中は、｢ちくさええとこネッと｣でクリンソウの開花情報を見ることが

できます。ＱＲコードから、ご確認ください。また、これまで公共交通機関では行くこ

とができませんでしたが、｢ちくさええとこバス｣の運行開始により、平日の運行時間帯

に訪れることができるようになりました。ぜひ、ご利用ください。� ▲ちくさええとこネッと

ちくさ湿原クリンソウ
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つちのこ発見・研究本部

  道の駅ちくさでは再び｢つちのこ｣を見つけようと、令和２年ごろから様々な取り組みをされています。昨

年１１月には、地域資源を活用してまちを盛り上げるためのイベント｢つちのこさがし｣が、ちくさ高原で開

催されました。

  かつて、つちのこの生け捕りに２億円の懸賞金を掲げた千種町ですが、令和の今、つちのこの聖地となる

べく｢つちのこ発見・研究本部｣の正式開設に向けてクラウドファンディング※に挑戦されます！（６月頃開

始の予定）　詳細は、下のＱＲコードで情報をご確認ください。

＜クラウドファンディングの目標＞

１　全国初！｢ムー｣公認の常設ツチノコ本部を作る

２　｢ムー｣公認グッズが作れる権利を取得する

  道の駅ちくさ駅長の塚崎さんは、｢今回の挑戦がきっかけとなって、地域が盛り上

がっていけば良いな！｣と熱く語られました。色んなことに積極的に取り組まれてい

る｢道の駅ちくさ｣のこれからがとても楽しみです。｢つちのこフィバー｣の再来が近い

かもしれません。� ▲つちのこページ

ペンリレー　第22回ペンリレー　第22回� 阿曽寅治さん

Q  自己紹介

阿曽寅治　宍粟郡千種村黒土部落で生まれ現在も住んで

います。84歳　3世代6人家族です。

Q  お仕事は何されてますか？

無職、年金生活です。

Q  趣味は？

グラウンドゴルフ　スマホゲーム　カラオケ　写真　新

聞の書き写し正平調は4年目になり、その他多彩です。

Q  何をしている時が一番楽しいですか？

グラウンドゴルフ

Q  夢は何ですか？

そうですね～　夫婦で長生きしたいですね。

Q  千種町への思いは？

過疎対策、農業の維持、農産物の害獣阻止(鹿や猿)など

の支援が欲しいです。

Q  次回の紹介者は？

大森百合子さんです。



新しい可愛い家族を
紹介してください。

赤ちゃん写真大募集 !
新しい可愛い家族を
紹介してください。
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はつらつ !! 千種高校

「米粉カフェ」 開催で大賑わい！！
　令和 8 年 3 月 1 日（日）1 学年の米粉活用メンバーたちがちく

さええとこセンターをお借りして「米粉カフェ」を開催しました。

何度も試作を繰り返してきた、米粉を使用したクッキー、パウン

ドケーキ、ホットケーキ、そしてカレーを販売しました。お客様が来てくださるか不安の中、12 時の開店

前から地域の皆さまが駆けつけてくださり大賑わいとなりました。総合的

な探究の時間の集大成としてのイベントですが、様々な成果と課題が見え

たのではないかと思います。単に「楽しかった！」ではなく、地域課題に

目を向けて 2 年生の探究活動に繋げられる活動に

なったのではないかと思います。米粉活用メンバー

の皆さん、お疲れ様でした！そして足を運んでく

ださった皆さま、ありがとうございました！

「総合的な探究の時間」 成果発表会

  令和 8 年 4 月 24 日（金）9：00 ～ 12：30 に「総合的な探究の時間」成果発表会が千種高校 体育館にお

いて行われました。活動に協力いただいた地域の方や企業の方をお招きして、2・3 年生が 1 年間活動して

きた活動、成果について発表が行われました。2 年生は、自らが育てたお米の活用班（米の栽培、販売、米

粉パン、ボランティア、カフェ、お菓子、カレー、米粉、米酢）別に発表を行いました。

3年生は、個人やグループで研究したいテーマについて探究活動の成果を発表しました。

特に、生徒の地元地域での就業体験やスポーツでの地域格差などで協力いただいた研究

テーマが数多く取り上げられ、生徒たちが、「宍粟市」「地元地域」について考えるテー

マを設定していたことが、大変印象に残る発表会となりました。

河呂

田中　杏
きょうか

佳ちゃん

私たちのもとに生まれてきてくれてありがとう。

小さなあなたに、これからたくさんの幸せが訪れますように。

(父 : 克佳さん 母 :梓紗さん )


